
 

 

 

  

 

 

 

 

 

  

   

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       

  

 

 

 

 

  

 

 

 
 

  

平成２８年５月２７日（金）、松城中学校小中一貫教育グループ（松城中・松

川小）の第１回小中合同研修会が松城中学校視聴覚室で開催されました。 

松城中学校グループは、今年度から本格実施となるので、第１回目のこの

研修会では、池間生子小中一貫教育アドバイザーを講師に迎え、「那覇市の

小中一貫教育を考える」というテーマで、小中一貫教育の意義と小中学校相

互の連携を図る事の大切さについて理解を深めました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

松川小学校・松城中学校の教職員が、上記の具体的な取組（共通実践事

項）を確認し、小中一貫教育が本格的にスタートしました。 

 

 

 

 

１ 小中一貫教育本格実施「松城中学校グループ」 
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小中学校間をつなぐ様々な取組が 

全１７グループですすんでいます 

 

小中一貫教育推進室だより  

第  1     第２７号 （小中合同授業研究会を通して授業改善の意識を高める） 

平成 28年 6月 28日 

 

 

 

松城中学校グループ小中合同研修会の様子 

H28.5.27(金) 於：松城中学校  
 
 

 

池間生子アドバイザ－による講義の様子 

H28.5.27（金） 於：松城中学校 

 

〈ねらい〉 
(1) 松川小学校、松城中学校の職員が小中一貫教育について共通理解

し今後の実践に資する。 

(2) 松川小学校、松城中学校の職員が一堂に会することで、親睦と連

携を深める。 

  

〈共通確認事項〉 

 １学習部 

  (1)設置目的  

小中一貫した学習規律・学習指導で指導力向上を目指す。 

  (2)方針 

   小中 9年間を意識した「書く活動」の共通実践に取り組む。 

  (3)共通実践事項 

   ①「書く活動」の充実 

   ②「ルール」や「マナー」等の学習規律の確立（授業前黙想、机上の整

理等） 

   ③合同授業研究会 

   ④合同研修会における指導内容の系統性の確認及び、書く活動の実践記

録の確認。 

 
 ２生徒指導部 

  (1)設置目的 

   ①９年間を見通した生徒指導面の取組みを行い、共通したルールやマナ

ーを設定し、基本的な生活習慣等の効果的な定着を図る。 

   ②情報交換を密にし、不登校児童生徒、心因的に問題を抱えた児童生徒 

    問題行動傾向のある児童生徒に対する指導に役立てる。 

  (2)方針 

   ①関係校で協議し共通実践事項を決定する。 

   ②実践項目を絞って実施する。 

  (3)共通実践事項 

   ①あいさつ運動の実施（朝のあいさつ、式での返礼等） 

   ②小中の校則等に関する情報交換を通して生徒指導の充実を図る。 

    （小中で「時を守り、場を清め、礼を正す」に取り組む） 

   ③小中情報交換会の実施  
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２ 統一テーマに基づいた小中合同授業研究会   

 平成２８年６月２１日（火）、今年度２年目を迎える那覇中学校小

中一貫教育グループ（那覇中、那覇小、泊小、若狭小）で小中合同授

業研究会が那覇小学校で開催されました。学力向上推進部会の統一テ

ーマのもと公開授業と授業研究会が行われ授業改善の意識の高さが伺

えた合同授業研究会となりました。その内容についてご紹介します。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

授業研究会ではグループの共通実践事項である「かく活動」を中心

に活発な協議・意見交換が行われました。那覇中グループでは、職員

向けの小中一貫教育通信が毎月発行され、そのなかで「かく活動」の

事例紹介が数多く取り上げられています。以下にその内容を一部抜粋

してご紹介します。 
 

 

 
小学校担任と小中一貫教育コーディネーターの 

ティーム・ティーチングの様子（６年生社会） 

 
 

 

 

  

 

 

 

 

４年生算数の公開授業の様子 
H28.6.22（火） 於：那覇小学校 

 

ワークショップで活発な協議が行われる 
H28.6.22（火） 於：那覇小学校 

 

 
共通実践事項を持ち寄り、協議が深まる 

H28.6.22（火） 於：那覇小学校 

 

  

 

 

 

 

   
 

 

 １ 公開授業（14:00～14:45） 

学年・組 教科 授 業 者 単元名・題材名 

２年１組 算 数 能間 順子 たし算とひき算の筆算(1) 

４年２組 算 数 
新垣 雅美 

宮國 亮（指導工夫改善） 
垂直・平行と四角形 

５年２組 道 徳 前田 千春 
目標に向かって 

資料名「キャプテン」 

６年１組 社 会 
平良 亜希 

下地 覚 
（小中一貫教育コーディネーター） 

武士の政治が始まる 

（元との戦い） 

６年２組 国 語 
太田 大之 

喜瀬 由里加 
（小中一貫教育非常勤講師） 

日本語のひびきを味わおう 

教材名「春はあけぼの」 

２ 授業研究会（15:00～16:05） 

(1) 役割分担 

研究会運営 
ワークショップの役割 

進行 記録 発表 

那覇小 泊 小 那覇中 若狭小 

  (2) 指導助言者 

２ 年   算 数 池 原   鉄（那覇市教委 指導主事） 

４ 年   算 数  金 城 豪 樹（那覇市教委 指導主事） 

５ 年   道 徳 松 田 敦 子（那覇小学校 校長） 

６ 年   社 会 稲 福 政 彦（那覇市教委 指導主事） 

６ 年   国 語 與那嶺 美奈子（那覇市教委 指導主事） 

３ 全体会（16:15～16:45）        司会：那覇小・教務主任 

  (1) はじめの言葉（司会） 

  (2) 授業校校長あいさつ（那覇小校長 松田敦子） 

  (3) 各部の発表（授業の視点を中心に各 4分） 

  (4) 小中一貫教育グループ代表あいさつ（那覇中校長 山里 望） 

  (5) 諸連絡（小中一貫教育コーディネーター 下地 覚） 

  (6) おわりの言葉（司会） 

  

〈那覇中学校小中一貫教育グループ 学力向上推進部会統一テーマ〉 

思考力・判断力・表現力を育てる言語活動の充実 

～「かく活動」の指導に視点をおいて～ 
〈合同授業研究会のねらい〉 

統一テーマに基づき授業実践を共有することで、小・中学校職員の 

意識高揚を図り、学びの連続性を生かした授業改善をめざす。 

なぜ「かく活動」の「かく」がひらがななのか 

 『那覇中学校小中一貫教育グループ通信３号』より 

学習活動で「書く」といえば、どうしても字を書く、文章を書くということが頭に浮

かんでしまう。この授業では平安時代の出来事を新聞にまとめていた。四コマ漫画の欄

もあり、児童はそれぞれ自由な発想とストーリーで「描いて」いました。 

そうなんです。「かく」とは「書く」だけではないのですね。このような「描く」で

の児童生徒の思考や表現も私たち教師はしっかりと評価していきたいものです。 
 

共通実践事項「かく活動」の共有化を図る 

『那覇中学校小中一貫教育グループ通信』 
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平成２８年５月３０日（月）、小禄中学校グループ（高良小・宇栄原

小・小禄中）では、今年度最初の小中合同研修会が小禄中学校で開催され

ました。前半の全体会のなかで、小・中学校が連携した生徒指導の充実に

向けて、屋部文幹小中一貫教育アドバイザーによる講義が、具体的事例を

示しながら次の内容で行われました。 

 
○義務教育の連続・継続という視点から、学習面も生徒指導面等も児童生徒の 

発達を理解することの意義と、それに伴う小中一貫教育を実践する。 

○児童生徒の発達をつなぐ観点から、を小中一貫教育で児童生徒理解のあり方 

を考え、共通実践や情報交換等につなげ、児童生徒やその保護者にきめ細か 

い対応を行う。 

○小・中学校双方が関わる問題行動や不登校等の初期対応や事後対応について 

の共通確認をしておくことが重要である。 

○小学校の段階から義務教育終了後の進路についても意識した対応が大切であ 

る。その際、特別支援学級の児童生徒に対してもきめ細かい情報交換や対応 

策を共有する事も重要である。 

 

 講義中は、屋部アドバイザーの話しをメモを取りながら熱心に聞き入る

先生方の姿が見られました。講義後に行われた各部会では、グループの小

中一貫教育目標をふまえた今年度の取組内容について協議が行われ、本年

度の活動内容が確認されました。 
 

 

 

 

 

 

 

  

  

   

  

第３回小中一貫教育コーディネーター研修会の様子 
H28.6.1（水） Web-meeting 会議システム  
 

 

「授業改善の視点」を明確化した 

小中合同授業研究会（鏡原中学校グループ） 

 

 
小禄中学校グループ小中合同研修会の様子 

H28.5.30（月） 於：小禄中学校 
 

 

 

授業参観シートを活用した協議・授業評価・分

析が行われています（金城中学校グループ） 

 

 

 

平成２８年５月３１日（火）と６月１日（水）の２日間、Web-meeting 会

議システムを活用して第３回小中一貫教育コーディネーター研修会が開催さ

れました。１７名の小中一貫教育コーディネーター（中学校教諭）が参加

し、今後各グループで開催される「小中合同授業研究会」について研修を行

いました。下記に研修会の概要をご紹介いたします。 
 

（１）小中合同授業研究会の位置付け 

① 本市学力向上推進事業と連動 

② グループ校の学習面の課題解決、児童生徒の学びの連続性を意識した内容 

③ 学習（授業）部会やグループ校の研修主任・学推担当との連携 

↓ 

○ 授業提案者だけでなく、小・中学校全職員が共通実践を持ち寄って会に 

臨む体制づくりが重要 

○ 見合うだけの研究会にならないよう、児童生徒の学び方を１本のライン 

で結ぶことができる授業参観シートを準備し、記載した内容を参考にしな 

がら意見交換を行い、研究会の質の向上を図る 

 

（２）取組事例の紹介 

○鏡原中学校グループ（鏡原中・小禄南小・垣花小） 

   「授業改善の視点」を明確化（詳細については小中一貫教育推進室だより９ 

号（那覇市教育委員会ホームページに掲載）をご覧下さい。） 

○金城中グループ（金城中・金城小・さつき小・小禄小） 

    授業参観シートを活用した協議・授業評価・分析（「単元系統表」から各 

教科・領域の「児童生徒に身につけさせたい力系統表」の活用 

○那覇中グループ（那覇中・泊小・若狭小・那覇小） 

    小中合同授業研究会で乗り入れ指導の様子（小中一貫教育コーディネー 

ター、非常勤講師）を授業公開 

 
 研修会の後半は「小中合同授業研究会」「小中合同研修会」「乗り入れ指

導」等について活発な質疑応答が行われ、なかでも継続して小中一貫教育コ

ーディネーターを務めている先生方から事例を交えて質問者にアドバイスす

る場面が多く見られ、有意義な研修会となりました。 
 

３ 第３回小中一貫教育コーディネーター研修会の開催 

 

 
屋部文幹アドバイザーによる講義 

H28.5.30（月） 於：小禄中学校 

 

４ 小中一貫教育アドバイザー派遣による取組支援 
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〈６月〉 

６月２７日（月） 仲井真中Ｇ小中合同授業研究会（仲井真小） 

         真和志中Ｇ小中合同授業研究会（真和志中）  

６月２８日（火） 第４回小中一貫教育コーディネーター研修会（市役所）  

   ６月２９日（水） 首里中Ｇ・真和志中Ｇ小中合同授業研究会 
 

〈７月〉 

７月 １日（金） 金城中Ｇ小中合同授業研究会（各小学校） 

７月 ６日（水） 石田中Ｇ小中合同授業研究会（識名小） 

         那覇市計画訪問（真和志中学校） 

７月 ７日（木） 第３回校長連絡協議会（真和志庁舎） 

７月 ８日（金） 真和志中Ｇ部活動見学（真和志中） 

         松城中Ｇ小中合同授業研究会（松川小）    

７月１２日（火） 神原中Ｇ小中合同授業研究会（壺屋小） 

７月１４日（木） 鏡原中Ｇ小中合同授業研究会（鏡原中） 

７月１５日（金） 松島中Ｇ小中合同授業研究会（松島小） 

         県民一斉夜間街頭指導 

７月２０日（水） 1学期前半終了 

７月２２日（金） 那覇市英語発表会（那覇市民会館） 

７月２５日（月） 真和志中Ｇ小中合同研修会 

７月２６日（火） 神原中Ｇ・石田中Ｇ・城北中Ｇ小中合同研修会 

７月２７日（水） 小禄中Ｇ・寄宮中Ｇ・松島中Ｇ小中合同研修会 

         首里中Ｇリーダー研修会 

７月２８日（木） 首里中Ｇ小中合同研修会 

７月２９日（金） 安岡中Ｇ・古蔵中Ｇ・金城中Ｇ・鏡原中Ｇ・ 

上山中Ｇ・仲井真中Ｇ小中合同研修会 

         小禄中Ｇ児童会・生徒会交流          
 

 

 

７ 主な予定（小中一貫教育関連） 

 

 

 

 

 

 

５ 小中交流あいさつ運動  「神原中学校グループ」 

 平成２８年５月２３日（月）～２７日（金）までの１週間、神原中学校小中一貫教

育グループで、小中交流あいさつ運動が実施されました。これは小学生と中学

生の交流を通して、豊かな心を育み、中１ギャップの解消の一助とする目的で、

交流活動のひとつとして実施しています。 

このあいさつ運動は中学校の部活動や生徒会生活委員、小学校の児童会役

員が中心となり、それぞれ違う校種の正門前であいさつ運動を実施しています。 

この取組みは今年で５年目を迎え、今では自然に小学生と中学生があいさつ

を交わしている様子が見られました。中学校では、小学生の元気なあいさつに

触発され、声を出してあいさつをする姿が見られるようになっているようです。ま

た小学校では、先輩の姿が小学生の手本になっているようです。さらに小学校

の先生にとっては、卒業生の成長した姿を見ることができ、中学校生活の様子を

聞くことができる交流の場になっているようです。尚、２回目は１１月２１日～

２５日に計画されています。 

 

 

 

   

中学生の小学校でのあいさつ運動の様子 

Ｈ28.5.27  神原小学校正門前 

 
小学生の中学校でのあいさつ運動の様子 

Ｈ28.5.27  神原中学校正門 

 
中学生と小学生が一緒にあいさつ運動 

  H28．5.27 壺屋小学校正門 

６  小中一貫教育に係る非常勤講師の募集 

 

 

 

 

 小中一貫教育推進室では欠員となっている小中一貫教育に係る非常勤講師の募集

を行っています。希望される方は小中一貫教育推進室までお問い合わせください。 

 また、お知り合いの方がおりましたら、その方にお声かけをお願いします。 

  １ 募 集  非常勤講師（中学校：数学） １名 

２ 勤務日  週５日、週３０時間（６時間／日） 

３ 資 格  中学校教諭免許（数学） 

４ 備 考  那覇市教育委員会ホームページに募集要項が掲載されてます。 

 

        問い合わせ先：小中一貫教育推進室 （９１７－３５１０） 

 


